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徳
川
家
康
の
研
究
は
主
に
戦
国
大
名
と
し
て
成
長
す
る
点
に
集
中
さ

れ
、
統
一
国
家
（
純
粋
封
建
制
）
の
形
成
と
そ
の
統
治
政
策
に
果
し
た

歴
史
的
役
割
に
つ
い
て
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
江
戸
時

代
の
純
粋
封
建
制
か
ら
明
治
天
皇
の
絶
対
王
政
へ
の
移
行
す
る
研
究
は

日
本
の
歴
史
を
分
析
す
る
方
法
と
し
て
ほ
と
ん
ど
評
価
さ
れ
な
い
ま
ゝ

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

従
来
の
研
究
は
徳
川
封
建
制
か
ら
明
治
維
新
を
経
て
成
立
す
る
明
治

＊（おおば よしお）北海学園大学開発研究所特別研究員
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政
府
は
突
然
近
代
国
家
の
産
業
資
本
主
義
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
西
洋

史
の
主
流
を
形
成
す
る
歴
史
発
展
段
階
説
は
中
世
封
建
社
会
→
近
世
絶
対
王
政

→
市
民
革
命
→
近
代
産
業
資
本
主
義
→
帝
国
主
義
時
代
へ
段
階
的
に
移
行
す

る
。
こ
の
世
界
史
の
発
展
段
階
説
に
対
し
て
日
本
の
発
展
段
階
は
徳
川
封
建
時

代
→
明
治
維
新
に
よ
る
明
治
天
皇
制
＝
近
代
産
業
資
本
主
義
へ
と
同
時
に
帝
国

主
義
へ
移
行
す
る
二
段
階
論
と
な
り
、
絶
対
王
政
→
市
民
革
命
→
近
代
産
業
資

本
主
義
へ
の
歴
史
を
欠
落
さ
せ
て
い
る
。

本
稿
は
日
本
の
歴
史
発
展
段
階
を
検
討
し
、
徳
川
封
建
社
会
→
明
治
維
新
＝

上
か
ら
の
革
命
→
明
治
天
皇
の
絶
対
王
政
段
階
へ
の
三
段
階
を
近
世
か
ら
近
代

へ
の
移
行
を
国
体
論
に
基
づ
い
て
実
証
分
析
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
国
体
論
は
国
家
経
営
の
構
造
を
マ
ク
ロ
的
に
分
析
す
る
新
し
い
方
法

論
と
し
て
位
置
づ
け
、
こ
の
意
味
で
マ
ク
ロ
経
営
史
へ
の
試
論
と
位
置
づ
け

る
。Ⅰ

─
Ａ

徳
川
家
康
の
将
軍
職
就
任
の
現
代
史
的
意
義

徳
川
家
康
が
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
に
征
夷
大
将
軍
に
、
後
陽
成
天
皇
に

よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
江
戸
幕
府
を
開
き
、
以
後
、
明
治
維
新
（
一
八
六
七
年
）

迄
、
二
百
六
十
年
余
り
、
徳
川
幕
府
の
時
代
を
築
く
。
し
た
が
っ
て
、
徳
川
家

康
が
こ
の
後
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
四
月
十
七
日
に
、
七
十
五
歳
で
亡
く

な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
論
文
で
の
中
心
課
題
は
、
将
軍
職
に
就
任
し
た
慶
長

八
年
か
ら
没
し
た
元
和
二
年
ま
で
の
約
十
三
年
間
に
お
け
る
家
康
の
三
位
一
体

政
策
を
解
明
し
、
徳
川
幕
府
の
二
百
六
十
年
余
り
続
く
強
靭
な
統
治
構
造
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
可
能
に
す
る
家
康
の
三
位
一
体
政
策

と
は
幕
府
と
寺
社
の
共
同
政
策
の
中
に
禁
裏
（
天
皇
制
）
の
朝
権
を
制
御
し
、

拘
束
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
家
康
が
江
戸
を
政
治
の
中
心
と
し
て
位

置
づ
け
、
武
家
政
治
を
行
う
こ
と
を
決
意
し
た
の
は
、
源
頼
朝
の
例
に
倣
い
、

京
都
か
ら
離
れ
た
江
戸
で
専
制
政
治
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
家
康
は
天
皇
の
家
臣
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
天
皇
の

国
王
と
将
軍
の
臣
下
と
を
国
体
の
二
極
型
政
治
体
制
と
位
置
づ
け
、
天
皇
を
崇

敬
す
る
心
を
有
し
続
け
、
葬
式
を
神
道
式
に
し
て
実
施
し
、
権
現
と
名
称
し
た

の
も
天
皇
へ
の
崇
敬
に
由
る
も
の
と
考
え
る
。
家
康
の
政
治
構
想
は
天
皇
─
将

軍
の
国
体
を
中
心
と
す
る
純
粋
封
建
制
を
特
色
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
明
治
維

新
の
王
政
復
古
は
家
康
の
将
軍
職
と
天
皇
の
大
権
と
を
天
皇
親
政
へ
一
本
化
す

る
絶
対
王
政
へ
移
行
す
る
上
か
ら
の
政
治
革
命
で
あ
る
。
こ
う
し
た
天
皇
親

政
＝
絶
対
王
政
へ
の
移
行
は
日
本
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
封
建
制
か
ら

近
世
絶
対
王
政
へ
の
転
換
を
歴
史
上
一イ

チ

サ
イ
ク
ル
遅
れ
で
実
現
す
る
歴
史
過
程

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
徳
川
幕
府
が
成
立
す
る
一
六
五
〇
年
代
か
ら
一
七
五

〇
年
代
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
絶
対
王
政
→
市
民
革
命
→
近
代
民
主

国
家
へ
転
換
し
、
幕
末
日
本
の
開
国
を
迫せ

ま

る
の
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
が
慶
長
八

年
（
一
六
〇
三
）
に
江
戸
を
首
都
と
し
て
成
立
し
て
か
ら
明
治
維
新
（
一
八
六

七
年
）
迄
の
二
六
〇
年
余
り
の
間
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
封
建
制
→
絶
対
王
政
→

市
民
革
命
→
近
代
民
主
国
家
へ
発
展
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
余
り
に
も
徳

川
幕
府
の
二
百
六
十
年
は
長
期
政
権
す
ぎ
て
、
世
界
史
の
中
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

対
し
て
後
進
国
へ
の
歩
み
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
今
日
に
お
け
る
日
本
の
後
進
国

状
態
へ
の
原
因
と
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
徳
川
幕
府
の
二
百
六
十
年
余
り
の
長
期
政
権
を
育
く
む
家
康
の

三
位
一
体
政
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
現
代
日
本
の
長
期
低
迷
に
よ
る
後
進

国
化
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
今
日
的
課
題
と
も
な
り
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
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原
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
自
民
党
と
創
価
学
会
と
の
共
同
政
策
に

原
因
す
る
保
守
政
権
に
基
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅰ
─
Ｂ

徳
川
家
康
の
将
軍
就
任
に
於
け
る
マ
ク
ロ
経
営
史
分
析
と
そ
の
意
義

従
来
の
歴
史
学
、
経
済
史
に
於
け
る
徳
川
家
康
の
分
析
は
、
戦
国
時
代
か
ら

近
世
時
代
へ
の
統
一
国
家
を
成
立
さ
せ
る
覇
者
＝
武
士
の
棟
梁
と
し
て
の
徳
川

家
康
で
あ
る
。
源
氏
の
棟
梁
と
し
て
の
出
世
の
道
は
同
時
に
天
下
統
一
へ
の
道

で
あ
り
、
次
の
六
段
階
を
経
て
達
成
さ
れ
る
。

㈠

生
誕
か
ら
少
年
期

―
愛
知
県
岡
崎
で
父
は
松
平
広
忠
、
母
は
水
野

忠
政
の
次
女
於
大
（
お
だ
い
）
の
方
と
の
間
に
生
ま
れ
た
家
康
は
少
年
期

竹
千
代
と
し
て
、
隣
国
今
川
義
元
へ
の
人
質
と
し
て
少
年
期
を
過
ご
す
。

㈡

少
年
期
か
ら
青
年
期

今
川
義
元
が
尾
張
の
織
田
信
長
に
桶オ

ケ

狭ハ
ザ

間マ

の
戦

い
で
敗
北
す
る
と
、
家
康
は
織
田
信
長
の
下
に
三
河
の
戦
国
大
名
と
し
て

青
年
期
を
迎
え
る
。
こ
の
青
年
期
の
三
河
武
士
の
棟
梁
と
し
て
の
成
長
は

戦
国
武
士
と
し
て
全
国
統
一
へ
の
道
を
開
く
門
出
と
な
る
。

㈢

家
康
は
織
田
信
長
の
天
下
布
武
へ
の
一
翼
を
担
い
、
戦
国
武
将
と
し
て

合
戦
の
戦
略
、
戦
術
を
身
に
つ
け
、
漸
次
天
下
の
覇
者
と
し
て
の
自
覚
の

元
に
、
独
立
へ
の
道
を
模
索
す
る
。

㈣

し
か
し
、
織
田
信
長
が
全
国
制
覇
を
目
ざ
し
、
中
国
統
治
を
果
す
べ
く

毛
利
輝
元
と
戦
う
豊
臣
秀
吉
を
援
軍
す
べ
く
出
兵
し
、
京
都
本
能
寺
に
着

く
夜
に
、
明
智
光
秀
に
よ
っ
て
討
ち
と
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
徳
川
家
康
は

明
智
光
秀
の
軍
勢
か
ら
逃
れ
、
三
河
へ
帰
る
不
安
と
動
心
の
時
を
過
す
。

㈤

豊
臣
秀
吉
が
明
智
光
秀
を
山
崎
の
合
戦
で
討
ち
取
り
、
天
下
統
一
へ
の

道
を
歩
む
と
、
家
康
は
秀
吉
に
臣
従
し
、
秀
吉
の
天
下
統
一
へ
の
手
助
け

を
し
、
豊
臣
秀
吉
と
天
下
を
分
け
合
う
大
名
へ
成
長
し
、
と
同
時
に
、
天

下
覇
者
へ
の
夢
を
実
現
し
よ
う
と
我
慢
の
時
代
を
過す

ご

す
。

㈥

豊
臣
秀
吉
が
大
坂
城
を
築
き
、
京
都
御
所
か
ら
関
白
職
を
授
か
り
、
天

下
統
一
を
果
す
が
、
間
も
な
く
亡
く
な
る
と
、
天
下
統
一
へ
の
戦
い
は
豊

臣
方
の
石
田
三
成
と
東
軍
の
徳
川
家
康
と
の
間
で
関
ヶ
原
の
戦
い
と
な

り
、
天
下
統
一
へ
の
転
機
と
な
る
。

㈦

徳
川
家
康
は
西
軍
の
石
田
三
成
を
破
り
、
天
下
統
一
を
成じ

ょ
う

就じ
ゅ

す
る
が
、

大
坂
城
の
豊
臣
秀
頼
親
子
の
生
死
に
悩
み
な
が
ら
、
関
ヶ
原
か
ら
大
坂
城

へ
の
戦
闘
準
備
に
入
り
、
大
坂
城
を
巡
る
戦
い
に
勝
利
し
、
こ
こ
に
家
康

は
天
下
統
一
を
成
し
遂
げ
、
江
戸
を
開
府
す
る
。

㈧

以
上
概
観
し
た
よ
う
に
戦
国
時
代
か
ら
近
世
江
戸
幕
府
時
代
を
切
り
開

く
徳
川
家
康
は
源
氏
の
棟
梁
と
し
て
の
武
士
か
ら
徳
川
幕
府
二
百
六
十
年

余
の
長
期
政
権
を
築
く
征
夷
大
将
軍
と
し
て
の
三さ

ん

位み

一い
っ

体た
い

政
策
の
推
進
に

全
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
徳
川
家
康
の
研
究
は
天
下
統
一
へ
の
前
述
し
た
七
段
階
の
歴
史

を
主
要
に
取
り
挙
げ
、
征
夷
大
将
軍
と
し
て
の
国
体
運
営
と
そ
の
長
期
政
権
の

強
靭
な
統
治
＝
支
配
構
造
の
成
立
・
発
展
を
全
く
看か

ん

過か

す
る
の
で
あ
る
。
徳
川

家
康
の
武
家
の
棟
梁
と
し
て
の
前
半
期
と
徳
川
幕
府
の
二
百
六
十
年
余
り
の
長

期
政
権
を
育は

ぐ
く

ん
だ
三
位
一
体
政
策
を
成
立
さ
せ
る
後
半
期
と
の
総
合
研
究
が

今
日
的
課
題
と
見
做
す
が
、
本
稿
で
は
後
半
期
の
三
位
一
体
政
策
の
成
立
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
家
康
の
三
位
一
体
政
策

の
研
究
は
徳
川
幕
府
の
国
体
構
造
を
究
明
す
る
マ
ク
ロ
経
営
史
論
の
対
象
と
位

置
づ
け
、
新
し
い
経
営
史
論
と
し
て
提
起
す
る
。

(2)(3)
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Ⅱ

徳
川
家
康
の
三
位
一
体
政
策
の
形
成

Ⅱ
─
Ａ

禁
裏
及
び
皇
室
の
経
営
史

徳
川
幕
府
の
国
体
構
造
は
天
皇
─
征
夷
大
将
軍
の
主
従
関
係
を
基
軸
と
し
て

組
織
さ
れ
、
鎌
倉
幕
府
以
来
の
封
建
制
度
を
継
続
す
る
点
で
日
本
的
統
治
制
度

と
し
て
定
着
す
る
。
徳
川
家
康
は
こ
の
伝
統
的
天
皇
─
征
夷
大
将
軍
の
主
従
関

係
を
形
骸
化
し
、
朝
権
の
空
洞
化
を
計
る
。
家
康
は
天
皇
と
共
同
支
配
す
る
形

式
を
確
立
す
る
た
め
、
幕
府
と
禁
裏
と
の
共
同
政
策
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
。

こ
の
結
果
、
幕
府
が
政
治
の
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け
、
他
方
、
政
治
か
ら
遠

ざ
け
ら
れ
る
禁
裏
は
文
化
、
儀
礼
の
府
と
位
置
づ
け
る
。
か
く
て
徳
川
幕
府
の

国
体
は
国
家
主
権
者
と
し
て
の
徳
川
家
と
文
化
・
儀
礼
の
府
と
し
て
の
禁
裏
と

の
二
極
構
造
を
確
立
し
、
国
民
大
衆
の
支
持
基
盤
と
す
る
こ
と
に
全
力
を
注
ぐ

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
徳
川
幕
府
は
、
禁
裏
の
経
営
に
介
入
し
、
む
し
ろ
赤
字
寸
前
の
経

営
状
態
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
朝
権
の
抑
制
、
脆
弱
化
を
計
ろ
う
と
す
る
。
禁

裏
御
料
の
歴
史
的
推
移
は
次
の
図
表
-⚑
に
要
約
さ
れ
る
。

禁
裏
御
料
は
図
表
-⚑
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
室
町
時
代
の
三
千
石
か
ら
豊

臣
秀
吉
の
七
千
石
へ
、
さ
ら
に
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
一
万
百
石
余
り
の
石
高
へ

と
推
移
し
、
一
万
石
の
大
名
レ
ベ
ル
の
石
高
で
あ
る
ゆ
え
、
ぎ
り
ぎ
り
の
禁
裏

経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
徳
川
幕
府
は
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
に
一
万
石

の
加
増
、
さ
ら
に
宝
永
二
年
（
一
七
〇
四
）
に
ま
た
一
万
石
の
追
加
加
増
を
す

る
。
こ
の
結
果
、
宝
永
二
年
の
五
代
将
軍
綱
吉
の
時
に
、
禁
裏
御
料
は
総
高
三

万
石
と
な
る
。

禁
裏
御
料
の
加
増
の
件
で
注
目
す
べ
き
は
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
の
加
増

の
一
件
で
あ
る
。
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
に
二
代
将
軍
秀
忠
は
後
水
尾
天
皇

の
女
御
と
し
て
娘
和
子
を
入
内
せ
し
め
、
皇
室
の
外
戚
と
な
っ
た
。
こ
の
和
子

の
女
御
と
し
て
禁
裏
へ
入
内
せ
し
め
る
秀
忠
の
目
的
は
幕
府
の
権
威
を
禁
裏
内

に
確
立
し
、
禁
裏
へ
の
干
渉
と
統
制
と
を
強
め
よ
う
と
す
る
意
図
で
あ
る
と
し

て
、
次
の
よ
う
に
見
做
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

図表-1 禁裏御料の収入の推移（石高）

Ⓐ禁裏御料─①室町時代─高三千石
②豊臣氏─七千石
③徳川家康─一万百石余
④元和九年(1623) 一万石の増
⑤宝永二年(1704) 一万石の増

総高三万石

Ⓑ仙洞御所の御料─寛永七年後水尾上皇─御料三千石
同十一年七千石を加えて一万石と為し

Ⓒ皇室御料─⚑ 本院─七千石～一万石

⚒ 洞院 五千石～七千石

⚓ 女院
中宮

⎞
⎠の御料各三千石

⚔ 准后
女御の御料各二千石

⚕ 東宮の御料 二千俵
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（「
維
新
史
」
第
一
巻
四
二
─
四
四
頁
)

こ
の
和
宮
の
入
御
を
契
機
と
し
て
、
朝
廷
＝
禁
裏
へ
の
幕
府
の
一
大
勢
力
が

扶
植
さ
れ
る
。
第
一
の
勢
力
は
女
御
御
附
と
し
て
弓
気
多
昌
吉
、
大
橋
親
勝
と

天
野
長
信
を
女
御
御
殿
の
警
護
と
日
常
の
諸
用
を
務
め
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
与

力
五
騎
・
同
心
三
十
人
を
配
置
し
、
禁
裏
の
中
に
一
大
勢
力
を
確
立
し
た
。
さ

ら
に
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
中
宮
冊
立
が
行
わ
れ
る
や
、
中
宮
御
所
の

統
治
権
は
御
附
武
家
兼
中
宮
権
少
進
で
あ
る
御
附
武
家
天
野
長
信
に
掌
握
さ

れ
、
ま
た
中
宮
御
所
の
管
理
を
京
都
所
司
代
の
監
督
の
下
に
置
い
た
。
そ
の

上
、
幕
府
は
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
に
禁
裏
に
武
家
を
守
護
役
と
し
て
任

命
し
、
目
付
高
木
守
久
と
女
院
附
天
野
長
信
の
二
人
を
配
し
た
。

和
宮
の
入
御
を
契
機
に
し
て
、
幕
府
は
御
所
付
武
家
二
人
、
武
家
伝
奏
、
長

橋
局
そ
し
て
京
都
所
司
代
を
通
し
て
禁
裏
の
内
外
の
動
静
を
掌
握
し
、
会
計
の

決
算
に
立
会
い
、
さ
ら
に
、
公
武
間
の
交
渉
・
諮
問
に
も
介
入
し
、
禁
裏
の
幕

府
へ
の
従
属
と
殿
上
人
の
動
静
を
監
察
・
監
督
す
る
立
場
と
な
り
、
禁
裏
の
朝

権
へ
の
関
与
と
監
督
を
強
化
す
る
の
に
成
功
す
る
の
で
あ
る
。

禁
裏
へ
の
御
料
増
加
は
こ
う
し
た
和
子
の
入
内
を
契
機
に
し
て
幕
府
の
内
政

干
渉
と
監
督
の
下
に
進
め
ら
れ
、
ま
す
ま
す
禁
裏
を
文
化
、
儀
式
の
府
へ
移
行

さ
せ
る
政
治
的
代
償
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

前
頁
の
図
表
-⚑
-Ｂ
の
仙
洞
院
御
所
の
御
料
は
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
和

子
の
入
御
に
よ
り
後
水
尾
天
皇
の
影
響
力
は
強
ま
っ
た
が
、
し
か
し
、
後
水
尾

天
皇
は
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
の
紫
衣
事
件
の
幕
命
に
不
満
を
抱
き
、
抗
議

の
た
め
天
皇
を
興
子
内
親
王
（
明
正
天
皇
）
に
譲
り
、
上
皇
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
和
子
へ
の
手
前
、
幕
府
は
仙
洞
御
所
の
御
料
と
し
て
寛
永
七
年
後
水
尾
上

皇
に
御
料
三
千
石
に
、
さ
ら
に
寛
永
十
一
年
七
千
石
を
加
え
て
一
万
石
と
し
た
。

次
に
図
表
-⚑
の
Ⓒ
の
禁
裏
御
料
を
見
て
み
る
と
次
の
石
高
と
な
る
。

⚑

本
院

七
千
～
一
万
石

⚒

新
院

五
千
～
七
千
石

⚓

女
院
と
中
宮
の
御
料
は
各
三
千
石

⚔

准
后
と
女
御
の
御
料
は
各
二
千
石

⚕

東
宮
の
御
料

二
千
俵

以
上
禁
裏
、
仙
洞
御
所
そ
し
て
皇
室
に
よ
る
経
営
規
模
を
検
討
し
て
見
た
が
、

禁
裏
の
一
万
石
の
小
大
名
か
ら
二
千
石
の
旗
本
ク
ラ
ス
の
経
営
規
模
を
現
わ

し
、
赤
字
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
経
営
収
入
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
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Ⅱ
─
Ｂ

親
王
家
・
公
卿
・
堂
上
家
の
家
領
と
地
下
人
の
知
行

次
に
検
討
す
る
課
題
は
親
王
家
、
公
卿
、
堂
上
家
の
家
領
と
地
下
人
の
知
行

高
で
あ
る
が
、
次
の
図
表
-⚒
に
要
約
さ
れ
る
。

図
表
-⚒
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
①
の
禁
裏
御
料
一
万
九
千
六
百
五
十
八
石
か

ら
⑨
の
地
下
人
で
あ
る
典
薬
頭
・
北
面
・
楽
人
ま
で
の
知
行
高
六
百
八
十
一
石

の
合
計
家
領
及
知
行
高
は
総
計
九
万
九
千
九
十
石
で
あ
る
。
禁
裏
、
皇
室
、
殿

上
人
及
び
地
下
人
の
総
計
は
九
万
九
千
八
十
石
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
は
全
国
の

知
行
高
二
千
八
百
万
石
を
領
有
し
、
そ
の
内
二
千
万
石
を
大
名
、
旗
本
等
に
朱

印
状
で
分
配
し
、
残
り
八
百
万
石
を
直
営
と
し
て
領
有
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、

禁
裏
関
係
の
知
行
高
は
十
万
石
弱
で
あ
り
、
幕
府
の
八
百
万
石
と
較
べ
て
わ
ず

か
一
・
二
五
パ
ー
セ
ン

ト
の
割
合
で
あ
る
。
徳

川
幕
府
に
対
す
る
禁
裏

の
経
済
力
は
石
高
で
見

て
み
る
と
比
較
す
る
こ

と
が
困
難
な
く
ら
い
零

細
で
あ
り
、
禁
裏
の
朝

権
の
脆
弱
性
を
物
語
っ

て
い
る
。
し
か
も
、
こ

の
図
表
-⚒
で
注
目
す

べ
き
点
の
も
う
一
つ
は

⑤
宮
門
跡
並
に
院
家
の

寺
領
一
万
六
千
四
十
八

石
と
⑥
比
丘
尼
御
所
並

に
院
家
の
寺
領
三
千
二
百
一
石
の
合
計
一
万
九
二
四
九
石
で
あ
る
。
寺
領
は
総

石
高
九
万
九
千
石
に
対
し
て
二
割
弱
を
占
め
、
皇
室
の
宮
門
跡
、
院
家
は
寺
院

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
後
述
す
る
が
、
幕
府

は
寺
社
と
の
共
同
政
策
で
宮
家
、
院
家
の
門
跡
を
扶
養
す
る
所
（
場
所
）
と
し

て
寺
社
を
位
置
づ
け
、
又
、
逆
に
寺
社
は
宮
家
、
院
家
の
高
貴
な
人
々
を
受
け

入
れ
る
こ
と
で
名
声
と
地
位
を
高
め
、
高
収
入
源
と
し
て
見
做
し
、
積
極
的
に

受
け
入
れ
る
。
幕
府
は
門
跡
、
院
家
の
出
身
者
を
受
け
入
れ
る
寺
院
に
対
し
、

経
営
上
の
特
権
を
与
え
、
国
官
勧
化
の
上
位
に
位
置
づ
け
、
寺
社
の
経
営
安
定

を
計
ろ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
府
は
寺
社
と
の
共
同
政
策
に
よ
っ
て
禁

裏
を
拘
束
し
、
監
督
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
上
、
宮
家
、
院
家
を
受
入
れ
る
こ

れ
ら
大
寺
院
の
目
的
は
法
衣
紫
の
特
権
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
依
る
大
寺
院
の

階
層
序
列
の
頂
点
に
立
つ
優
位
性
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
幕
府
は
宮
家
、

院
家
の
高
貴
な
人
々
を
僧
侶
と
し
て
迎
え
る
こ
と
で
、
㈠
禁
裏
へ
の
恩
義
と
㈡

寺
社
へ
の
特
権
的
地
位
と
を
保
証
し
、
そ
し
て
、
㈢
幕
府
の
禁
裏
支
配
と
監
督

を
強
め
る
こ
と
で
幕
府
の
長
期
政
権
へ
の
強

靭
化
政
策
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
後
述
す
る
が
、
こ
こ
で
は

宮
家
、
門
跡
、
院
家
の
寺
社
へ
の
依
存
を
経

営
基
盤
の
一
翼
と
す
る
点
に
つ
い
て
触
れ
る

に
止と

ど

め
る
。

次
に
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
こ

れ
ら
禁
裏
関
係
一
〇
万
石
の
所
在
地
で
あ

る
。
こ
れ
は
次
の
図
表
-⚓
に
示
さ
れ
る
。

こ
の
図
表
か
ら
解
る
よ
う
に
、
禁
裏
の
年

図表-2 親王家・公卿・堂上家等の家領と地下官人等の知行

①禁裏御料 一万九千六百五十八石

②仙洞 後水尾
上皇 御料 一万百七十二石

③宮家 伏見・八条
高松 三家領 五千十三石

④堂上九十三家 家領三万三千五十六石

⑤宮門跡並に院家の寺領 一万六千四十八石

⑥比丘尼御所並に院家の寺領 三千二百一石

⑦禁裏・仙洞・親王家・内侍所の女官及び薙髪女官等の知行
九千五百七十六石

⑧大外記・官務以下諸司の家領・知行 六百八十余石

⑨典薬頭・北面・楽人の知行高 六百八十一石

総高 九万九千九十石

図表-3 禁裏関係 ─ 約 10 万石の
所在地について

①山城国─八万三千二百九十八石
②大和国─三千二百四十九石
③摂津国─六千四百二十四石
④河内国─三百十四石
⑤近江国─四千三百九十九石
⑥丹波国─千四百二石

(6)(7)
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貢
一
〇
万
石
の
大
部
分
は
①
山
城
国
三
万
三
千
石
余
り
を
筆
頭
に
、
摂
津
、
河

内
、
近
江
そ
し
て
丹
波
に
集
中
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
禁
裏
の
経

済
力
は
京
都
、
大
阪
、
近
江
に
制
限
さ
れ
、
且
つ
分
散
さ
れ
て
脆
弱
な
経
営
基

盤
を
形
成
し
、
こ
の
た
め
、
朝
権
の
及
ぶ
範
囲
の
狭せ

ま

さ
で
あ
る
。
幕
府
は
禁
裏

の
所
領
一
〇
万
石
に
つ
い
て
京
都
を
中
心
に
大
阪
圏
に
限
定
し
、
京
都
所
司

代
、
大
坂
城
代
及
び
そ
の
奉
行
所
の
監
視
と
支
配
の
下
に
置
く
の
で
あ
る
。

Ⅱ
─
Ｃ

禁
裏
御
料
の
加
増
と
禁
裏
の
赤
字
補
塡

禁
裏
御
料
の
加
増
は
✅
享
保
年
間
（
図
表
-⚔
）
に
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
。

図
表
-⚓
で
は
禁
裏
関
係
の
御
料
は
約
十
万
石
と
し
た
が
、
そ
の
後
の
加
増

し
た
享
保
年
間
（
一
七
一
六
─
一
七
三
五
）
の
約
十
九
年
間
に
於
け
る
御
料
の

加
増
は
図
表
-⚔
に
示
さ
れ
る
よ

う
に
、
わ
ず
か
一
万
八
千
石
余
り

に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
享
保
年

間
の
禁
裏
御
料
は
総
高
十
一
万
八

千
百
石
余
り
で
あ
る
。

次
に
、
幕
末
で
の
禁
裏
御
料
高

は
次
の
図
表
-⚕
に
示
さ
れ
る
。

幕
末
の
禁
裏
御
料
高
は
総
高
十

二
万
石
か
ら
十
三
万
石
と
な
り
、

前
の
図
表
-⚔
に
お
け
る
享
保
年

間
の
十
一
万
八
千
石
余
と
比
べ
て

加
増
額
は
二
千
石
か
ら
最
大
一
万

石
余
り
の
微
増
に
過
ぎ
な
い
。

享
保
の
改
革
を
推
進
し
た
水
野
忠
邦
は
、
幕
府
財
政
の

悪
化
と
減
少
と
に
由
る
財
政
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
に
、

松
平
定
信
の
緊
縮
財
政
と
倹
約
令
を
引
継
ぎ
五
ヶ
年
間
の

倹
約
令
と
財
政
支
出
縮
少
を
定
め
た
。
し
か
し
、
天
候
悪

化
と
不
作
に
由
る
米
価
高
騰
と
貨
幣
改
鋳
に
帰
因
す
る
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
農
民
一
揆
、
都
会
で
は
米
屋
打
ち
壊

し
の
暴
動
を
惹
起
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
経
済
危
機
と
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
の
禁
裏
へ
の
加
増
は
雀
の
涙
し
か

な
く
、
ほ
と
ん
ど
禁
裏
の
経
営
を
赤
字
に
陥お

ち
い

ら
せ
る
の
で

あ
る
。
か
く
て
、
幕
府
は
禁
裏
の
経
営
赤
字
を
補
塡
と
臨

時
収
入
の
緊
急
措

置
を
安
政
六
年

（
一
八
五
九
)に

図
表
-⚖
の
よ
う

に
行
う
。

こ
の
図
表
-⚖

か
ら
解
る
よ
う

に
、
禁
裏
へ
の
予

算
に
定
額
制
予
算

を
導
入
し
、
三
本

柱
の
禁
裏
予
算
と

な
る
。
す
な
わ

ち
、
第
一
は
従
来

か
ら
の
御
料
高
、

図表-4 享保年間の禁裏関係御料の増加

①禁裏御料 三万十五石
②仙洞御料 一万石
③宮家 伏見・京極

有栖川・閑院の四宮家 家領六千八石
④堂上家領 四万九百七十四石
⑤宮門跡並に院家の寺領 一万九千五百八十一石
⑥比丘尼御所並に院家の寺領 四千二百七十七石
⑦内侍所・宮・親王附女官等の知行 二千八百八十四石
⑧諸司の知行 四千三百五十五石

合計 総高十一万八千百余石

図表-5 幕末禁裏御料高

約三万石 享保二年
高三万二百五十四石 寛政五年十二月
高三万二百六十石 慶応三年

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

十宮・堂上・地下・宮門跡・女官等の家領・寺領・知行等合計
総高十二万石～十三万石前後

図表-6 禁裏の御賄 ①御料よりの収納

②臨時収入
⎧
⎨
⎩
禁裏吉凶の大禮、その他
武家叙任の際、進献金銀への幕府による緊急措置

①安永六年 毎年の定額 禁裏御入用として銀七百四十五貫匁
②別に奥御用として年定額八百両の進献
③禁裏の修理料銀百十二貫匁
④仙洞御所の御入用年定額銀五百十五貫匁
⑤奥御用金七百両
⑥女院・中宮御所の各御入用年定額銀百六十二貫匁
⑦奥御用金四百両
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第
二
は
新
し
く
禁
裏
予
算
に
定
額
制
を
導
入
し
、
毎
年
銀
七
百
四
十
五
貫
匁
と

し
、
さ
ら
に
別
予
算
の
年
額
八
百
両
を
進
献
す
る
こ
と
と
す
る
。
第
二
は
禁
裏

の
修
理
料
銀
百
十
二
貫
匁
の
計
上
で
あ
る
。
第
三
は
禁
裏
関
係
と
し
て
❟
仙
洞

御
所
の
年
銀
五
百
十
五
両
の
計
上
、
➈
奥
御
用
金
七
百
両
の
予
算
化
、
❷
女

院
・
中
宮
御
所
の
年
額
銀
百
九
十
二
貫
匁
の
計
上
、
そ
し
て
❳
奥
御
用
金
四
百

両
の
予
算
化
等
を
幕
府
と
し
て
実
施
す
る
の
で
あ
る
。

Ⅱ
─
Ｄ

世
襲
親
王
家
の
創
設

世
襲
親
王
家
は
次
の
図
表
-⚗
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時

代
末
期
ま
で
六
家
か
ら
成
っ
て
い
た
が
、
新
旧
交
代
の
中
で
幕
末
に
は
御
三
宮

家
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
図
表
-⚗
に
依
れ
ば
、
世
襲
親
王
家
は
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
末
期

迄
に
七
家
存
続
し
て
い
た
が
、
そ
の
内
、
⑴
常
盤
井
宮
（
亀
山
天
皇
の
皇
子
、

恒
明
親
王
の
後
裔
）
と
⑵
木
寺
宮
（
後
二
条
天
皇
の
皇
子
、
邦
良
親
王
の
後

裔
）
は
室
町
時
代
に
消
滅
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
新
し
く
⑶
三
宮
家
の
創
設
が

見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

⑴

伏
見
宮
─
家
領
千
二
十
六
石
。
後
伏
見
天
皇
の
皇
統
で
あ
る
栄
仁
親
王

よ
り
創
設
さ
れ
る
。

⑵

京
極
宮
─
正
親
町
天
皇
の
皇
子
誠
仁
親
王
の
子
で
あ
る
智
仁
親
王
は
八

条
院
か
ら
京
極
院
と
改
め
る
。

⑶

有
栖
川
宮
─
家
領
千
石
。
後
陽
成
天
皇
の
皇
子
好
仁
親
王
に
よ
っ
て
創

設
さ
れ
る
。

以
上
の
御
三
家
に
、
閑
院
宮
家
が
寛
永
年
間
に
、
東
山
天
皇
の
皇
子
秀
宮
に

よ
っ
て
創は

じ

め
ら
れ
る
。

図表-7 世襲親王家七家の盛衰

⑴ 常盤井宮⎛⎝
亀山天皇の皇子
恒明親王の後裔

⑵ 木寺宮 ⎛
⎝
後二条天皇の皇子
邦良親王の後裔

室町時代に廃絶

⑶

江戸時代の三宮家

⎧

⎜
⎨

⎜
⎩

⑴ 伏見宮
⎛
⎝
家領千二十六石─後伏見天皇の皇曾孫栄仁親王より出でる
明治元年青蓮院宮(親彦親王中川宮)、元勧修寺宮(山階宮)
敦宮(貞愛親王)、山階宮、加陽宮／梶井宮・聖護院・華頂宮・照高院宮・
仁和寺宮・輪王寺家・三宝院家

⑵ 京極宮⎛⎝
正親町天皇の皇子誠仁親王の子の智仁親王＝八条院は京極宮と改める。
さらに光格天皇の皇子盛仁親王の宮家に入り、桂宮となる。

⑶ 有栖川宮家⎛⎝
家領
千石
⎞
⎠は後陽成天皇の皇子

好仁親王より出で創められ…有栖川宮と改めた。

高松宮

＋

⑷ 閑院宮
寛永年間の創立
(家領千石)東山天皇の皇子秀宮の時に創められ…明治⚕年伏見家 易宮によって改めた。
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さ
ら
に
、三
宮
家
に
加
わ
え
て
高
松
宮
家
も
創
設
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

Ⅱ
─
Ｅ

親
王
、
皇
子
・
皇
女
の
仏
門
入
り

前
述
し
た
よ
う
に
世
襲
親
王
家
の
中
か
ら
江
戸
時
代
に
三
宮
家
（
伏
見
宮
・

京
極
宮
・
有
栖
川
宮
そ
し
て
高
松
宮
）
の
系
譜
が
続
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

多
く
の
皇
子
、
親
王
は
宮
家
の
創
設
に
収
容
さ
れ
る
の
で
な
く
、
仏
門
に
帰
依

し
て
門
跡
寺
を
嗣
が
せ
ら
れ
た
。
他
方
、
皇
女
も
仏

門
に
入
り
、
宮
門
跡
或
い
は
比
丘
尼
御
所
と
称
せ
ら

れ
た
。
皇
子
、
皇
女
或
い
は
親
王
が
仏
門
に
入
り
、

摂
関
家
へ
の
養
子
に
成
り
得
な
い
理
由
は
禁
中
並
公

家
諸
法
度
の
第
六
条
の
規
定
に
依
り
禁
止
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
六
条
は
「
養
子
は
連
綿
同

性
を
用
い
ら
る
べ
し
」
と
規
定
さ
れ
、
皇
子
の
摂
関

家
へ
の
養
子
を
禁
止
す
る
条
項
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
皇
子
は
出
家
し
、
門
跡
寺
へ
入
る
こ
と
を

余
儀
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
皇
子
、
皇
女
は
帰
仏

を
強
制
さ
れ
、
仏
門
に
帰
依
す
る
こ
と
と
な
る
。
か

く
て
、
幕
府
と
寺
社
の
共
同
政
策
は
、
皇
子
、
皇
女

を
仏
門
へ
帰き

依え

さ
せ
、
禁
裏
へ
の
統
制
と
監
督
を
強

め
、
朝
権
の
脆
弱
化
を
計
る
の
に
成
果
を
挙
げ
る
。

し
た
が
っ
て
、
幕
府
、
寺
社
そ
し
て
禁
裏
と
の
三
位

一
体
政
策
は
徳
川
幕
府
を
長
期
政
権
へ
根
づ
か
せ
る

政
治
制
度
と
し
て
機
能
し
、
幕
府
の
強
靭
化
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
。

皇
子
と
皇
女
の
仏
門
へ
帰
依
す
る
❟
寺
社
（
宮
門
跡
）
と
➈
比
丘
尼
御
所
は

次
の
図
表
-⚘
に
示
さ
れ
る
。

元
和
六
年
（
一
六
二
九
）
に
、
後
水
尾
天
皇
は
所
謂
紫
衣
事
件
を
巡
っ
て
幕

府
の
処
罰
に
反
対
し
、
天
皇
を
興
子
内
親
王
（
明
正
天
皇
）
へ
譲
り
、
上
皇
へ

退
く
の
で
あ
る
。
幕
府
は
幕
命
を
受
け
な
い
で
紫
衣
を
着
用
す
る
大
徳
寺
沢
庵

ら
を
島
流
し
（
陸
奥
・
出
羽
）
の
処
刑
を
行
っ
た
。
こ
の
紫
衣
事
件
は
寺
社
に

紫
衣
へ
の
許
可
申
請
と
そ
の
幕
命
へ
の
用
件
を
満
た
す
こ
と
を
要
求
し
、
寺
社

政
策
の
柱
の
一
つ
に
位
置
づ
け
、
寺
社
へ
の
統
制
と
監
督
を
強
め
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
図
表
-⚘
に
列
挙
さ
れ
る
宮
門
跡
寺
社
十
三
と
比
丘
尼

御
所
寺
社
八
と
は
紫
衣
の
着
用
を
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は

宮
門
跡
の
地
位
の
高
さ
に
よ
る
の
で
あ
る
。

Ⅱ
─
Ｆ

禁
裏
の
堂
上
家
と
地
下
人
に
つ
い
て

禁
裏
は
天
皇
を
補
弼
す
る
摂
家
の
五
家
を
中
心
に
す
る
殿
上
人
、
つ
ま
り
、

堂
上
家
の
六
十
四
家
に
よ
っ
て
政
治
、
儀
式
そ
し
て
祭
司
を
営
な
む
官
僚
制
組

織
を
独
自
に
発
達
さ
せ
て
き
た
。
禁
裏
の
政
治
、
儀
式
に
直
接
担
当
す
る
の
は

殿
上
人
、
つ
ま
り
堂
上
家
の
官
僚
層
で
あ
る
。
こ
の
堂
上
家
は
江
戸
幕
府
の
初

期
に
於
い
て
は
六
十
四
家
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
六
十
四
家
は
分
家
を
次
々
と
創

り
出
し
、
絶
家
を
再
興
し
て
幕
末
に
は
百
三
十
七
家
へ
増
加
し
た
。

堂
上
家
は
頂
点
の
摂
家
（
五
家
）
を
中
心
に
家
格
の
上
下
に
よ
る
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
型
身
分
制
度
を
次
の
図
表
-⚙
の
よ
う
に
発
達
さ
せ
て
い
る
。

図
表
-⚙
は
堂
上
の
家
を
殿
上
人
と
呼
び
、
禁
裏
の
政
治
・
儀
式
に
参
加
し

え
る
家
格
の
家
で
あ
る
。
堂
上
の
家
は
家
筋
に
よ
っ
て
各
任
官
の
道
を
定
め
ら

れ
、
代
々
世
襲
化
さ
れ
、
家
格
上
の
区
別
を
厳
格
に
維
持
し
て
い
る
。
堂
上
家

図表-8 宮門跡と比丘尼御所の寺社

❟ 幕末に於ける宮門跡は
輪王寺・仁和寺・大覚寺・妙法院・聖護院・照高院・青蓮院
知恩院・勧修寺・梶井・曼殊院・毘沙門堂・圓満院

➈ 比丘尼御所は
大聖寺・宝境寺・曇華院・光照院・霊鑑寺・圓照寺・林丘寺・中宮寺
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は
殿
上
人
と
も
云
わ
れ
、
天
皇
に
お
目
見
え
す
る
家
格
を
特
徴
と
し
、
禁
裏
を

動
か
す
政
治
官
僚
層
で
あ
る
。

堂
上
家
の
殿
上
人
に
対
し
、
天
皇
に
お
目
見
え
の
で
き
な
い
家
、
又
は
五
位

で
昇
殿
の
許
さ
れ
な
い
家
は
地
下
人
と
称
さ
れ
、
幕
府
で
の
旗
本
に
対
す
る
御

家
人
と
同
等
の
家
柄
で
あ
る
。

堂
上
家
の
一
二
〇
家
の
系
統
は
次
の
図
表
-10
に
要
約
さ
れ
る
。

堂
上
家
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
Ａ
─
❟
堂
上
家
十
二
家
と
五
摂
家

に
属
す
門
流
と
呼
ば
れ
る
家
人
と
➈
幕
府
の
将
軍
に
属
す
る
昵
近
衆
の
十
七
家

で
あ
り
、
次
の
図
表
-11
に
示
さ
れ
る
。

こ
の
図
表
-11
は
❟
五
摂
家
に
所
属
す
る
家
人
を
門
流
と
呼
び
、
主
要
に
⑴

近
衛
家
、
⑵
九
条
家
、
⑶
一
条
家
、
⑷
二
条
家
、
⑸
鷹
司
家
、
⑹
そ
の
他
か
ら

成
る
。
こ
れ
ら
門
流
は
摂
家
の
家
人
と
し
て
働
き
、
或
い
は
儀
式
、
文
化
、
音

図表-9 禁裏の堂上家上下組織図

図表-10 堂上家 120 の系統別家格一覧表

閑院家 二十三家 花山院家 五家 中御門家 九家

御子左家 冷泉四家 日野家 十二家 勧修寺家 十三家

四條家 七家 水無瀬家 五家 高倉家 三家

二條家別流 富小路 村上源氏 八家 宇多源氏 五家

花山源氏 白川 清和源氏 竹内 菅原家 六家

平氏 五家 清原氏 三家 安倍氏 二家

大中臣家 藤波 卜部氏 四家 丹波家 錦小路

大江家 北小路

新家 五十余家

平
ひら

藤氏・源家の庶流＝無役 五十余家

図表-11 禁裏の堂上家❟と幕府方堂上家➈の家別系統

堂上家
の禁裏方

⎛
⎝
十二家
他家は五摂家に分隷する＝門流＝家人

⎞
⎠
堂上家の幕府方

❟門流は所属する摂家の家風を守る
⑴近衛家の門流＝日野・山科等の四十八家
⑵九条家の門流＝鷲尾・綾小路等の二十家
⑶一条家の門流＝醍醐・西園寺等の三十七家
⑷二条家の門流＝白川家の四家
⑸鷹司家の門流＝冷泉家の八家
⑹その他三條・久我家＝独立して摂家に属さ
ない

➈将軍家に属する昵近衆─十七家
十七家＝日野・六條・山科・冷泉・
堀川・廣橋・柳原・烏丸・高倉・四
條・飛鳥井・三條西・橋本・舟橋・
梅園・土御門・勧修寺─禁裏・有
識・芸道に関係する家である。年
頭・将軍宜下等の賀儀・幕府の吉凶
に関して家司を己れの名代として江
戸に派遣する。
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楽
等
を
担
当
し
、
摂
家

の
家
風
・
伝
統
を
守
る

こ
と
を
使
命
と
す
る
。

し
か
し
、
他
方
、
➈
に

属
す
る
昵
近
衆
十
七
家

は
禁
裏
と
幕
府
の
間
を

取
り
持
ち
、
他
方
、
禁

裏
の
政
治
、
有
識
、
芸

道
を
担
当
す
る
。
さ
ら

に
、
昵
近
衆
は
年
頭
、

将
軍
宜
下
等
の
賀
儀
、

幕
府
の
吉
凶
等
を
知
ら

せ
る
た
め
に
己
れ
の
名

代
と
し
て
家
司
を
江
戸

に
派
遣
す
る
の
で
あ

る
。

堂
上
家
或
い
は
公
家
は
世
襲
家
の
家
柄
（
専
門
）
と
し
て
代
々
伝
わ
る
文

化
、儀
式
、芸
術
、宗
教
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
専
門
家
と
し
て
も
活
躍
す
る
。
次
の

図
表
-12
は
世
襲
家
の
公
家
家
業
（
専
門
）
の
一
覧
表
で
あ
る
。

禁
裏
の
文
化
・
儀
式
は
図
表
-12
に
示
さ
れ
る
公
家
家
業
の
専
門
技
能
に
支

え
ら
れ
、
発
展
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
特
に
代
表
的
な
芸
術
、
文
化
、
宗
教
を

取
り
挙
げ
る
と
、
次
の
公
家
家
業
が
顕
著
で
あ
る
。

①

学
問

紀
傳
道
：
高
辻
・
東
坊
城
・
五
條
・
唐
橋
・
桑
原
・
清
岡

明
経
道
：
舟
橋
・
伏
原

②

文
芸

書
道
：
持
明
院
・
石
山
・
六
角

和
歌
：
冷
泉
・
飛
鳥
井
・
烏
丸

③

芸
能

神
楽
：
庭
田
・
綾
小
路
・
滋
野
井
・
四
辻
・
持
明
院
・
園
・
東
園
・
石
野

挿
花
：
園

④

ス
ポ
ー
ツ

蹴
鞠
：
飛
鳥
井
・
難
波

相
撲
：
五
条

⑤

宗
教

神
道
：
白
川

陰
陽
道
：
土
御
門

Ⅱ
─
Ｊ
❟

堂
上
家
の
世
襲
制
と
公
家
公
業

堂
上
家
は
殿
上
人
と
し
て
天
皇
に
お
目
見
え
し
、
禁
裏
の
政
治
、
文
化
そ
し

て
儀
式
の
発
展
を
公
家
家
業
と
し
て
担
い
、
さ
ら
に
朝
権
の
強
靭
化
に
務
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
堂
上
家
は
摂
関
家
に
属
し
、
摂
関
家
の

家
風
を
伝
統
的
に
生
か
し
な
が
ら
、
堂
上
家
の
中
で
分
業
と
協
業
に
基
づ
く
家

格
差
の
身
分
的
編
成
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
た
堂
上
家
の
禁
裏
文

化
・
政
治
そ
し
て
国
学
を
担
う
分
業
と
協
業
は
堂
上
家
の
間
で
摂
関
家
を
頂
点

に
す
る
家
格
の
身
分
的
上
下
関
係
を
世
襲
化
さ
せ
、
朝
権
の
強
化
に
寄
与
す
る

家
風
を
根
付
か
せ
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
堂
上
家
の
頂
点
に
立
つ
摂
関
家

の
政
治
力
と
交
渉
力
は
朝
権
の
強
靭
化
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の

図表-12 芸術・文化・宗教の世襲家の家柄（専門)─公家家業

①高辻・東坊城・五條・唐橋・桑原・清岡─紀傳道
②舟橋・伏原─明経道
③持明院・石山・六角─書道
④冷泉・飛鳥井・烏丸─和歌
⑤山科・高倉─衣紋
⑥庭田・綾小路・滋野井・四辻・持明院・園・東園・石野・鷲尾・
五辻・大原─神楽

⑦飛鳥井・難波─蹴鞠
⑧四条─庖丁
⑨五条─相撲
⑩園─挿花
⑪藤波─神祇大副として伊勢両宮傳奏の事を行ひ
⑫白川─神祇伯を任ぜられた時は氏を王と称へて、諸国神社の中、

公家執奏の使いなきものを支配し、神主に官位を授与し
⑬土御門─陰陽道の家として諸国の天文・暦道及陰陽家を支配する
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も
、
幕
府
と
交
渉
し
、
ま
た
、
天
皇
の
勅
奏
に
よ
る
政
治
力
の
効
果
を
挙
げ
る

の
に
は
政
治
に
参
加
す
る
摂
関
家
を
中
心
と
す
る
政
治
分
野
の
堂
上
家
の
一
部

に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
禁
裏
で
幕
府
と
政
治
問
題
を
交
渉

し
、
さ
ら
に
禁
裏
の
勅
奏
と
し
て
政
策
を
纏
め
る
堂
上
家
は
次
の
堂
上
家
の
三

グ
ル
ー
プ
に
過
ぎ
な
い
。

⑴

天
皇
を
輔
弼
す
る
摂
政
・
関
白
家

⑵

執
奏
・
傳
奏
を
司
っ
て
朝
議
に
参
与
す
る
議
奏
の
五
人

⑶

禁
裏
と
幕
府
と
の
交
渉
に
当
る
武
家
伝
奏
の
二
人

か
く
て
、
朝
・
幕
間
の
政
治
交
渉
は
こ
れ
ら
摂
関
家
を
頂
点
に
す
る
こ
と
か

ら
政
治
色
を
強
め
、
幕
末
の
尊
王
攘
夷
と
開
港
を
巡
る
交
渉
に
お
い
て
禁
裏
の

政
治
を
分
断
す
る
原
因
と
な
る
。
と
り
わ
け
、
摂
関
家
の
中
の
分
裂
は
禁
裏
方

と
幕
府
方
と
に
分
れ
、
つ
ま
り
、
九
条
家
の
幕
府
方
に
対
し
て
近
衛
家
の
禁
裏

方
に
分
か
れ
、
朝
権
を
左
右
す
る
こ
と
と
な
る
。

Ⅱ
─
Ｊ
➈

堂
上
家
の
経
営
史

禁
裏
の
政
治
・
文
化
及
び
儀
式
を
担
う
堂
上
家
の
経
営
は
そ
の
家
領
に
依
存

す
る
が
、
堂
上
家
全
体
の
家
領
は
総
額
四
万
石
余
り
と
な
り
、
摂
関
家
を
頂
点

に
図
表
-13
と
な
る
。

図
表
-13
は
堂
上
家
の
上
位
公
家
の
家
領
を
要
約
し
、
頂
点
の
摂
関
家
か
ら
、

清
家
、
大
臣
家
そ
し
て
羽
林
・
名
家
を
中
心
と
す
る
家
領
額
（
石
高
）
を
示

し
、
経
営
形
態
と
そ
の
規
模
の
大
小
と
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
表
-13

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
堂
上
家
の
中
で
の
最
高
の
家
領
額
と
な
る
摂
家
の
近
衛

家
の
家
領
は
二
千
八
百
六
十
石
で
あ
る
。
清
華
で
は
今
出
川
家
の
み
三
百
五
十

五
石
が
最
高
額
の
家
領
で
あ
る
。
ま
た
、
大
臣
家
の
中
で
は
中
院
と
三
条
両
家

が
共
に
約
五
百
石
の
家
領
で
、
清
家
の
今
出
家
の
約
三
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ

し
て
近
衛
家
の
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
次
に
羽
林
と
名
家
は
日
野
家
、
萩

原
家
そ
し
て
藤
波
家
の
千
石
以
上
を
最
高
と
し
、
最
下
位
の
二
十
九
家
で
の
三

十
石
三
人
扶
持
と
な
る
。
そ
の
上
、
堂
上
家
部
屋
住
は
方
料
と
し
て
四
十
か
ら

二
十
石
と
な
る
。

禁
裏
の
家
領
は
前
述
し
た
よ
う
に
享
保
年
間
で
三
万
石
余
り
で
あ
り
、
堂
上

家
は
四
万
千
石
弱
と
な
り
、
経
営
の
零
細
性
を
特
徴
づ
け
る
。
こ
う
し
た
禁
裏

の
零
細
経
営
の
た
め
、
皇
室
は
親
王
を
寺
社
へ
僧
侶
と
し
て
出
家
さ
せ
、
宮
門

跡
の
寺
社
を
多
く
生
み
出
し
、
徳
川
幕
府
の
三
位
一
体
政
策
、
つ
ま
り
、
幕

府
、
寺
社
、
宮
門
跡
＝
皇
室
の
三
位
一
体
体
制
が
形
成
さ
れ
、
公
武
合
体
に
よ

図表-13 堂上家の家領

イ 摂家
⎧
⎜

⎨
⎜

⎩

近衛家─二千八百六十石 最高
鷹司家─千五百石 最低

ロ 清華
⎧
⎜

⎨
⎜

⎩

今出川家─千三百五十五石 最高
他の八家─七百石～三百石の間に在り

ハ 大臣家
⎧
⎜

⎨
⎜

⎩

中院・三條両家─約五百石
正親町・三條家─二百石

ニ 羽林・名家

⎧

⎜
⎨

⎜
⎩

⚑ 千石以上の家領＝日野～萩原～藤波
⚒ 七百石以上の家領は六家
⚓ 三百石以下のものは十一家
⚔ 二百石以上のものは二十三家
⚕ 百石以上のものは四十四家
⚖ 蔵米百石─芝山家
⚗ 同五十石─池尻・梅小路
⚘ 同三十石三人扶持─二十九家

ホ 堂上家部屋住には方料として四十石～二十石
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る
徳
川
幕
府
の
長
期
政
権
へ
の
礎い

し
ず

え
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
前
述
し
た
所
で
も
あ
る
。
こ
の
三
位
一
体
政
策
に
摂
関
家
が
加
わ
る
。
こ
の

結
果
、
幕
府
・
寺
社
・
皇
室
・
摂
関
家
の
新
し
い
三
位
一
体
体
制
が
作
り
出
さ

れ
、
か
く
て
、
徳
川
幕
府
の
長
期
政
権
は
ま
す
ま
す
強
靭
化
さ
れ
、
二
百
六
十

年
余
の
発
展
へ
の
礎
と
な
る
。

次
の
図
表
-14
は
摂
関
家
の
御
曹
子
の
仏
門
へ
入
り
、
摂
家
門
跡
を
設
立
す

る
寺
社
で
あ
る
。

こ
の
図
表
-14
か
ら
摂
家

門
跡
寺
社
は
⑴
大
乗
院
、
⑵

一
乗
院
、
⑶
実
相
院
、
⑷
三

宝
院
、
⑸
随
心
院
、
⑹
蓮
華

院
等
で
あ
る
。

な
お
、前
述
し
た
図
表
-⚘

の
⑴
宮
門
跡
寺
社
と
⑵
比
丘

尼
御
所
寺
社
を
挙
げ
る
と
次

の
寺
社
と
な
る
。

①
輪
王
寺

②
仁
和
寺

③
大
覚
寺

④
妙
法
院

⑤
聖
護
院

⑥
照
高
院

⑦
青
蓮
院

⑧
知
恩
院

⑨
勧
修
寺

⑩
梶
井

⑪
曼
殊
院

⑫
毘
沙
門
堂

⑬
圓
満
院

比
丘
尼
御
所
寺
社

①
大
聖
寺

②
国
境
寺

③
曇
華
院

④
光
照
院

⑤
霊
鑑
寺

⑥
圓
照
院

⑦
林
丘
寺

⑧
中
宮
寺

幕
府
と
寺
社
の
共
同
政
策
は
皇
室
の
皇
子
・
皇
女
、
さ
ら
に
摂
関
家
の
御
曹

子
を
寺
社
へ
僧
侶
と
し
て
入
門
さ
せ
、
幕
府
・
寺
社
と
皇
室
・
摂
関
家
と
の
三

位
一
体
の
公
武
合
体
を
成
立
さ
せ
、
幕
府
の
政
治
権
力
を
強
靭
化
さ
せ
て
二
百

六
十
年
の
長
期
政
権
を
育
く
む
礎い

し
ず

え
と
す
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
徳
川
家

康
・
秀
忠
と
天
海
の
禁
裏
諸
法
度
と
武
家
諸
法
度
の
政
策
目
的
の
土
台
と
な
る

の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
分
析
の
目
的
は
徳
川
家
康
が
秀
忠
と
天
海
と
共
同
し
て
立
案
し
た

三
位
一
体
政
策
の
波
及
効
果
と
そ
の
成
果
を
幕
末
ま
で
下さ

が
っ
て
検
証
を
加
え

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

順
序
は
逆
に
な
る
が
、
次
は
家
康
・
秀
忠
・
天
海
に
よ
る
三
位
一
体
政
策
を

立
案
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
取
り
あ
げ
る
。

Ⅲ
─
Ａ

徳
川
家
康
の
三
位
一
体
政
策
の
立
案
過
程

徳
川
家
康
が
三
位
一
体
政
策
を
立
案
し
、
そ
の
実
施
を
二
代
秀
忠
、
そ
し
て

三
代
家
光
に
委
ね
る
展
開
と
な
る
。
徳
川
家
康
は
最
初
に
徳
川
成
憲
百
箇
条
を

立
案
し
、
憲
法
、
或
い
は
国
法
と
し
て
制
定
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の

成
憲
百
箇
条
は
家
康
の
亡
く
な
る
時
に
、
⑴
武
家
諸
法
度
と
⑵
禁
裏
諸
法
度
と

し
て
具
体
的
に
制
定
さ
れ
る
経
過
を
辿た

ど

る
。
徳
川
幕
府
は
こ
れ
ら
武
家
諸
法
度

図表-14 堂上家の経営困難さと摂家門跡寺院の成立

① イ 公家の収入は家禄の他に幕府・大名より禁裏に恒例・臨時に進献す
る金・銀・紗帛等である。

ロ 武家の官位の任叙・官物は上卿以下納言、両局、女官等の官人に対
してのみ贈られる。

② 三十石公卿以下の生計は困難の状態である。そのため小禄者は歌留多張
り、古書の謄写等の手内職を営む。

③ 摂家の曹子は皇族の場合と同じく仏門に入って寺院に住する。
この種の寺院を摂家門跡といい、大乗院・一乗院・実相院・三宝院・随
心院・蓮華院。是等の門跡寺又は准門跡と称せられる真宗各派の門跡寺
及び其の他各宗の本山は京都に在って、各宗の信徒等は浄財を喜捨した
ので、本山寺院の収入は莫大なものであった。
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と
禁
裏
諸
法
度
の
国
法
＝
憲
法
と
し
て
体
系
化
す
る
こ
と
で
幕
府
政
権
の
二
百

六
十
年
余
り
の
長
期
政
権
を
育
く
む
礎い

し
ず

え
と
な
る
。『
徳
川
禁
令
考
』
巻
三
の

法
制
禁
令
之
部
に
お
い
て
こ
の
徳
川
成
憲
百
箇
条
の
律
令
と
し
て
の
歴
史
的
意

義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
強
調
す
る
。

Ⅲ
─
Ａ
─
⚑
「
徳
川
成
憲
百
箇
条
」
資
料
原
文

「
徳
川
成
憲
百
箇
条
」
は
次
の
条
項
と
な
る
。

德
川
成
憲
百
箇
條
（
正
）
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こ
の
徳
川
成
憲
百
箇
条
は
三
位
一
体
政
策
の
対
象
た
る
㈠
国
体
論
、
㈡
公
武

合
体
論
、
㈢
徳
川
家
康
の
仏
教
尊
崇
論
を
三
本
柱
と
す
る
徳
川
幕
府
の
憲
法

（
純
粋
封
建
制
）
を
体
系
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
百
箇
条
は
家
康
の
七

十
六
歳
の
人
生
体
験
の
苦
し
さ
、
悲
し
さ
そ
し
て
辛
さ
の
中
か
ら
最
高
の
統
治

方
法
、
政
治
形
態
、
そ
し
て
国
民
の
安
心
、
幸
福
等
に
立
脚
す
る
憲
政
体
系
を

骨
子
と
す
る
。

他
方
、
こ
の
百
箇
条
は
㈠
禁
裏
論
、
㈡
幕
府
の
政
治
体
制
、
㈢
寺
社
と
の
共

同
政
策
論
を
描え

が

い
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
混
沌
と
し
た
全
体
像
を
盆ぼ

ん

槍や
り

と
し
た
形
で
構
想
す
る
た
め
、
理
解
へ
の
困
難
さ
を
極き

わ

め
る
こ
と
と
な
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
三
位
一
体
政
策
に
関
連
す
る
所
か
ら
㈠
禁
裏
論
、
㈡
幕
府

と
将
軍
と
国
体
論
、
そ
し
て
㈢
仏
教
の
尊そ

ん

崇す
う

と
仏
教
政
策
論
を
取
り
挙
げ
る
。

な
お
、
百
箇
条
の
条
数
は
一
か
ら
百
ま
で
順
番
に
付
け
、
こ
の
付
け
た
条
数

を
取
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
百
箇
条
は
二
通
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

「
正
」
と
「
副
」
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
正
」
は
全
文
（
百
箇
条
）
掲
示
し
、

「
副
」
と
比
較
す
る
。
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Ⅲ
─
Ａ
─
⚒
「
徳
川
成
憲
百
箇
条
」「
正
」・「
副
」
文
章
の
比
較
と

三
位
一
体
政
策
構
想

Ⅲ
─
⚑
─
Ａ
─
⑴
「
徳
川
成
憲
百
箇
条
」
の
「
正
」・「
副
」
文
章
の

比
較

こ
こ
で
は
本
論
に
入
る
前
に
「
徳
川
成
憲
百
箇
条
」「
正
」・「
副
」
文
書
を

比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
の
特
徴
と
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上

で
、
本
論
で
あ
る
徳
川
家
康
の
三
位
一
体
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

徳
川
家
康
の
「
徳
川
成
憲
百
箇
条
」
は
三
位
一
体
政
策
の
⑴
国
体
論
（
禁
裏

論
・
公
武
合
体
論
）
を
「
正
」・「
副
」
毎
に
区
分
す
る
と
、「
正
」
の
文
章
は

次
の
二
十
一
ヶ
条
と
な
る
。

Ⅲ
─
⚑
─
Ａ
─
⑵

国
体
論
（
禁
裏
論
・
公
武
合
体
論
）「
正
」
の

二
十
一
ヶ
条
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Ⅲ
─
⚑
─
Ａ
─
⑶

国
体
論
（
禁
裏
論
・
公
武
合
体
論
）「
副
」
の

八
ヶ
条

以
上
「
正
」・「
副
」
の
資
料
を
揚
げ
た
が
、
文
章
上
の
相
違
は
「
正
」
の
二
十

一
箇
条
に
対
し
、「
副
」
の
⚘
条
と
い
う
大
き
な
相
違
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

「
正
」
と
「
副
」
の
箇
条
の
相
違
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

間
に
対
す
る
答
え
は
「
正
」
と
「
副
」
に
対
す
る
徳
川
家
康
の
精
神
的
成
長
と
天

下
統
一
に
基
づ
く
公
武
合
体
論
を
新
し
い
国
体
論
と
し
て
天
海
、
秀
忠
等
と
共

に
確
立
し
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
徳
川
家
康
は
戦

国
武
士
か
ら
征
夷
大
将
軍
へ
の
成
長
に
よ
っ
て
全
国
統
一
を
武
威
一
辺
倒
か
ら

仁
の
儒
教
思
想
、
或
い
は
天
皇
と
の
共
同
統
治
（
公
武
合
体
論
）へ
転
換
し
よ
う

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
家
康
は
三
十
八
条
で
「
将
軍
家
武
威
ニ
ほ
こ
る
時
ハ
必

王
位
を
な
い
か
し
ろ
に
す

是
以
道
に
あ
ら
す
」
と
統
治
政
策
を
武
威
か
ら

「
上
下
之
節
君
臣
之
禮
義
を
乱
さ
す
」
と
君
主
（
＝
天
皇
）
と
臣
（
将
軍
）
と
之

禮
義
を
乱
さ
す
」
の
公
武
合
体
論
を
統
治
形
態
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

次
に
取
り
あ
げ
る
の
は
徳
川
幕
府
の
統
治
条
項
で
あ
り
、「
正
」
は
十
三
ヶ
条

か
ら
成
る
。
他
方
の
「
副
」
は
三
十
一
ヶ
条
と
な
り
、
圧
倒
的
な
多
さ
で
あ
る
。

Ⅲ
─
⚒
─
Ａ
─
⑴

幕
府
と
将
軍
の
統
治
論
─「
正
」
の
十
三
箇
条
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Ⅲ
─
⚒
─
Ａ
─
⑵

幕
府
と
将
軍
の
統
治
論
─「
副
」
の
三
十
一
箇
条
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「
正
」
と
「
副
」
の
箇
条
を
見
て
み
る
と
、「
正
」
の
箇
条
は
十
三
箇
条
に
対

し
て
、「
副
」
の
箇
条
は
三
十
一
箇
条
と
約
二
・
四
倍
弱
で
あ
り
、「
副
」
の
箇

条
の
多
さ
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

「
正
」
の
十
三
箇
条
が
主
要
に
江
戸
幕
府
の
統
治
を
内
閣
に
当
る
評
定
所

（
決
断
所
）
を
構
成
す
る
譜
代
大
名
の
役
割
の
大
き
さ
を
強
調
し
、
さ
ら
に
武

士
の
訓
練
と
石
高
の
軍
役
に
よ
る
出
兵
割
当
制
を
強
調
す
る
。
他
方
、「
副
」

の
三
十
一
ヶ
条
は
㈠
譜
代
大
名
の
役
職
と
、
石
高
に
よ
る
動
員
兵
数
割
当
の
定

め
、
評
定
衆
の
内
閣
制
と
幕
府
行
政
役
職
を
中
心
に
す
る
行
政
政
策
の
推
進
、

㈡
全
国
へ
の
巡
検
使
の
定
期
的
派
遣
に
よ
る
重
農
主
義
政
策
の
推
進
と
徹
底

化
、
㈢
士
農
工
商
の
身
分
制
の
確
立
に
よ
る
身
分
制
の
発
展
と
天
下
の
民
と
し

て
の
位
置
づ
け
、
㈣
民
の
訴
訟
を
受
け
付
け
る
司
法
組
織
の
確
立
、
㈤
民
の
統

治
、
年
貢
の
徴
集
を
担
う
地
方
由
緒
あ
る
豪
農
・
村
役
人
出
身
の
代
官
任
命
に

よ
る
全
国
統
治
の
末
端
村
落
迄
の
行
政
支
配
の
確
立
を
意
図
す
る
広
範
な
統
治

方
法
の
定
め
を
条
文
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
正
」
の
狭
い
行
政
と
譜
代
大
名
に
よ
る
幕
府
の
統
治
と
官

僚
支
配
に
対
し
、「
副
」
の
三
十
一
箇
条
は
既
に
二
百
六
十
年
の
長
期
政
権
の

礎い
し
ず

え
と
な
る
武
家
官
僚
支
配
体
制
の
確
立
を
意
図
す
る
家
康
の
国
体
論
構
想

を
表
す
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
徳
川
家
康
は
、「
副
」
の
三
十
一
箇
条
を
通
し
て
全
国
統
治
構
想

の
全
体
像
を
定
め
、
戦
国
武
士
か
ら
征
夷
大
将
軍
と
し
て
の
大
統
領
兼
首
相
と

し
て
の
二
重
の
地
位
か
ら
全
国
統
治
論
＝
長
期
政
権
の
礎

い
し
ず
え

の
定
め
を
こ
の
三

十
一
箇
条
の
中
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
三
十
一
箇
条

の
「
副
」
文
章
は
重
要
な
憲
政
内
容
と
な
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。「
副
」

の
箇
条
を
「
正
」
と
比
較
し
、
そ
の
重
要
性
を
摘て

き

出し
ゅ
つ

す
る
こ
と
は
歴
史
分
析

に
お
い
て
重
要
な
意
義
と
な
る
。

か
く
て
、次
に
問
題
と
す
る
の
は
三
位
一
体
政
策
の
寺
社
政
策
で
あ
り
、家
康
の

寺
社
を
通
し
て
の
仏
教
信
仰
は
国
民
の
信
仰
と
共
有
し
、国
民
統
治
へ
昇
華
す
る
こ

と
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、家
康
は
大
衆
の
仏
教
信
仰
を
政
治
理
念
と
し
て
共
有
し
、

国
民
心
理
の
中
に
平
和
と
安
心
を
国
恩
と
し
て
確
立
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

Ⅲ
─
⚓
─
Ａ
─
⑴

寺
社
政
策
と
家
康
の
仏
教
信
仰
論

家
康
の
寺
社
へ
の
尊
崇
と
仏
教
政
策
を
検
討
す
る
場
合
、「
正
」
の
七
箇
条

に
対
し
て
「
副
」
の
九
箇
条
と
な
り
、「
正
」
の
七
箇
条
を
検
討
材
料
と
す
る
こ

と
で
、
家
康
の
仏
教
帰
依
と
そ
の
尊
崇
か
ら
仏
教
政
策
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
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さ
ら
に
、
家
康
の
信
仰
心
へ
の
心
の
尊
崇
を
知
る
こ
と
は
㈠
寺
社
政
策
の
根
拠

を
理
解
す
る
た
め
に
、
第
二
に
公
武
合
体
論
の
、
さ
ら
に
天
皇
と
将
軍
に
よ
る

共
同
支
配
＝
国
体
論
の
推
進
の
た
め
に
も
不
可
欠
な
要
素
と
な
る
。
こ
れ
ら
二

点
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
の
不
可
欠
な
資
料
と
な
る
の
は
「
副
」
に
対
す
る

「
正
」
の
条
文
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
家
康
は
亡
く
な
る
時
に
、
権
現
と
し
て
祭

ら
れ
、
葬
式
を
神
道
形
式
で
行
う
こ
と
を
遺
言
す
る
の
も
「
正
」
の
箇
条
の
中

に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
の
問
題
は
徳
川
家
の
宗
門
を
高
野
山
「
浄
土
宗
」
に
す
る
べ
き
こ
と
を

定
め
る
。
そ
の
根
拠
と
す
る
と
こ
ろ
は
「
正
」
と
「
副
」
と
で
説
明
の
濃
淡
の

違
い
を
次
の
よ
う
に
現
わ
し
て
い
る
こ
と
に
由
る
の
で
あ
る
。

Ⅲ
─
⚓
─
Ａ
─
⑵
「
徳
川
成
憲
百
箇
条
」「
正
」
の
七
個
条

「
正
」
の
七
箇
条
に
対
し
て
「
副
」
の
九
箇
条
は
短
文
か
ら
成
り
、「
正
」
の

七
箇
条
に
含
ま
れ
る
家
康
の
心
の
う
ち
、
或
い
は
動
機
の
確
信
に
達
し
て
い
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

Ⅲ
─
⚓
─
Ａ
─
⑶
「
徳
川
成
憲
百
箇
条
」「
副
」
の
九
箇
条

「
正
」
と
「
副
」
の
資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
長
短
を
有
し
、
相
互
補
完
の
役
割
を

し
て
い
る
が
、
家
康
の
心
の
奥
に
あ
る
動
機
と
信
条
と
を
重
視
す
る
な
ら
、
こ

こ
で
は
「
正
」
の
七
箇
条
を
中
心
に
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。

家
康
が
戦
国
大
名
と
し
て
生
涯
に
お
い
て
戦
場
で
合
戦
し
た
の
は
「
正
」
の

第
二
条
に
依
れ
ば
、「
八
九
十
合
」
と
な
り
、
そ
の
内
生
死
の
危
機
に
曝さ

ら

し
た

の
は
十
八
度
と
な
る
。
生
き
長な

が

ら
え
た
の
は
「
厭
離
欣
求
」
の
法
文
帯
を
身
に
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つ
け
て
仏
に
守
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
家
康
は
悟
り
、
子
孫
代
々
高
野
山

浄
土
宗
に
帰
依
す
る
こ
と
を
定
め
る
。
死
を
免
れ
た
の
は
仏
の
信
仰
と
そ
の
救

い
に
由
る
も
の
と
悟
る
家
康
は
第
一
条
の
江
戸
城
西
部
紅
葉
山
に
宗
廟
を
作

り
、「
末
代
崇
敬
し
て
祭
」
る
こ
と
を
決
め
る
。
戦
国
武
士
が
仏
僧
と
し
て
戦

場
で
戦
う
代
表
は
武
田
信
玄
と
上
杉
謙
信
の
戦
い
で
あ
る
が
、
徳
川
家
康
も
高

野
山
浄
土
宗
門
徒
の
立
場
で
戦
場
に
臨
む
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
仏
教
徒
と
し
て
家
康
は
天
皇
と
の
共
同
支
配
す
る
国
体
論
（
公
武

合
体
論
）
の
形
成
を
第
四
条
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
、
も
し
「
戎
狄
」
が
日
本

を
襲
う
な
ら
、
親
王
を
天
皇
に
就
任
さ
せ
、
天
皇
を
輔ほ

弼ひ
つ

し
て
征
伐
す
る
こ
と

で
将
軍
の
役
割
を
果
す
、
と
家
康
は
天
皇
（
主
)─
将
軍
（
臣
）
と
の
公
武
合

体
論
＝
国
体
論
を
次
の
よ
う
に
説
く
。

「
禁
廷
若
為
二
戎
狄
一
被
レ
襲
給
ふ
時
ハ
親
王
を
賓
祚
ニ
即
け
奉
り
将
軍
補
弼

之
一
可
レ
致
二
征
伐
事
」

家
康
は
本
朝
王
城
之
守
り
で
あ
る
天
台
山
門
に
対
し
て
国
家
鎮ち

ん

護ご

の
為
に
七

拾
三
箇
所
の
山
門
を
全
国
に
建
立
し
、
仏
教
の
寺
社
と
共
に
全
国
を
共
同
支
配

す
る
立
場
に
立
ち
、
幕
府
と
寺
社
の
共
同
支
配
を
定
め
る
。

Ⅳ
─
⚑
「
徳
川
成
憲
百
箇
条
」
か
ら
「
武
家
諸
法
度
」
へ
の
発
達

徳
川
家
康
、
秀
忠
そ
し
て
天
海
は
徳
川
幕
府
の
統
一
政
権
へ
発
達
す
る
た
め

に
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
勝
利
し
、
西
軍
の
大
将
石
田
三
成
を
破
る
。
次
に
、
大

坂
城
の
濠ほ

り

を
埋
め
、
大
坂
城
へ
の
最
終
戦
争
を
準
備
す
る
が
、
大
坂
城
合
戦
は

慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
八
月
三
日
方
広
寺
大
仏
鐘
銘
の
文
を
巡
っ
て
生
じ

る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
鐘
銘
は
「
国
家
安
康
」
の
四
字
か
ら
成
り
、
徳
川
家
康

調
伏
の
文
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
文
は
東
福
寺
清
韓
の
書
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。

元
治
元
年
（
一
六
一
五
）
夏
の
陣
に
お
い
て
五
月
六
日
井
伊
直
孝
は
木
村
重

成
を
討
ち
取
る
。
翌
七
日
、
真
田
信
仍
は
豊
臣
秀
頼
を
先
頭
に
徳
川
軍
と
決
戦

を
画
策
す
る
が
、
秀
頼
は
大
坂
城
に
籠こ

も

り
、
戦
場
に
出
馬
せ
ず
大
坂
城
の
落
城

と
な
る
。
豊
臣
秀
頼
は
母
淀
殿
と
共
に
城
の
中
に
逃
げ
込
み
、
井
伊
直
孝
、
本

多
正
純
、
阿
部
正
次
の
軍
に
攻
め
込
ま
れ
、
火
中
の
中
で
死
ぬ
の
で
あ
っ
た
。

六
月
四
日
、
井
伊
直
孝
は
五
万
石
を
加
増
さ
れ
二
十
万
石
の
譜
代
大
名
と
な
る
。

七
月
一
日
、
伏
見
城
に
お
い
て
家
康
、
秀
忠
は
勝
利
の
宴
を
開
き
、
次
の

「
武
家
諸
法
度
」
十
三
条
を
制
定
す
る
。
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（『
徳
川
十
五
代
史
』
第
一
巻
239
─
240
頁
)

既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
の
「
徳
川
成
憲
百
箇
条
」
は
「
正
」
と
「
副
」
の
百
箇

条
の
内
、「
副
」
の
百
箇
条
に
お
い
て
徳
川
幕
府
の
行
政
、
司
法
、
刑
法
そ
し

て
憲
法
の
各
条
項
の
定
め
て
い
る
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
「
武
家
諸
法

度
」
は
古
法
或
い
は
家
格
の
伝
統
的
世
襲
制
の
継
承
と
そ
の
確
立
か
ら
武
士
身

分
の
上
下
関
係
の
確
立
及
び
家
風
の
継
続
性
を
徳
川
幕
府
の
行
政
・
憲
政
の
定

め
と
す
る
。
さ
ら
に
、
身
分
の
上
下
関
係
、
家
格
の
固
定
性
と
そ
の
継
続
性
は

徒
党
を
組
み
、
或
い
は
下
剋
上
を
興
す
の
を
未
然
に
防
ぎ
、
長
期
政
権
へ
の
安

定
性
と
強
靭
性
の
礎い

し
ず

え
に
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
武
家
と
し
て
の
嗜た

し
な

み
は

「
文
武
弓
馬
之
道
」
を
職
業
軍
人
と
し
て
励
む
こ
と
を
武
家
の
本
分
と
位
置
づ

け
、
第
一
条
に
定
め
る
。
ま
た
、
城
の
新
築
を
禁
止
し
、
結
婚
の
私ひ

そ
か

は
御
法

度
で
あ
り
、
幕
府
へ
の
届
け
と
そ
の
承
認
が
求
め
ら
れ
る
。
次
に
、
参
勤
交
代

制
は
幕
府
へ
の
忠
誠
と
恩
義
へ
の
奉
仕
義
務
と
し
て
見
な
さ
れ
、
下
剋
上
へ
の

防
止
策
と
さ
れ
る
。
譜
代
大
名
の
中
か
ら
政
務
の
器
用
人
を
選
び
、
評
定
所
を

運
営
さ
せ
る
こ
と
は
幕
府
の
長
期
政
権
の
礎い

し
ず

え
と
し
て
不
可
欠
な
行
政
の
定

め
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
武
家
諸
法
度
は
家
康
の
「
徳
川
成
憲
百

箇
条
」
の
う
ち
、
武
家
政
権
の
礎い

し
ず

え
と
な
る
定
め
が
家
康
、
秀
忠
、
天
海
等

に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
、「
武
家
諸
法
度
」と
し
て
独
立
の
法
律
に
纏
め
ら
れ
、体

系
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

Ⅳ
─
⚒
「
徳
川
成
憲
百
箇
条
」
か
ら
「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
へ
の
発
達

―
寺
社
政
策
と
の
関
連
を
中
心
に

―

「
武
家
諸
法
度
」
が
制
定
さ
れ
た
七
月
一
日
か
ら
七
月
十
七
日
に
、
徳
川
秀

忠
は
「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。
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「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
十
七
条
は
既
に
「
徳
川
成
憲
百
箇
条
」
及
び
「
武

家
諸
法
度
」
の
流
れ
を
組く

み

入
れ
、
十
七
個
条
の
内
、
前
半
部
分
を
禁
裏
の
身
分

上
下
関
係
の
席
順
を
定
め
、
後
半
部
分
は
寺
社
政
策
の
中
心
課
題
で
あ
る
親
王

及
び
摂
関
家
の
僧
侶
へ
の
門
跡
の
身
分
序
列
と
器
用
な
僧
の
出
世
序
列
の
規
則

へ
の
定
め
か
ら
成
っ
て
い
る
。

「
武
家
諸
法
度
」
の
「
武
」
に
対
し
て
「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
は
「
文
」

の
器
用
と
古
典
、
と
り
わ
け
和
歌
、
国
文
へ
の
嗜た

し
な

み
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
国
体
は
幕
府
の
武
と
禁
裏
の
文
の
習
合
に
よ
る
「
文
武
」
共
同
体
、
即

ち
「
天
皇
＝
将
軍
」
の
共
同
統
治
を
定
め
、
両
法
を
運
営
す
る
こ
と
で
公
武
合

体
に
基
づ
く
政
権
運
営
を
長
期
政
権
へ
の
強
靭
な
礎

い
し
ず
え

に
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
は
幕
府
の
寺
社
政
策
の
中
心
課
題
で
あ

る
身
分
制
度
の
序
列
化
と
紫
衣
着
用
の
勅
許
対
象
と
な
る
寺
社
階
層
序
列
を
確

立
し
よ
う
と
す
る
。
前
者
の
僧
侶
の
身
分
階
層
序
列
へ
の
定
め
は
十
四
条
、
十

五
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
最
高
位
の
大
僧
正
（
大
正
権
）
は
二

つ
の
道
に
よ
っ
て
序
列
化
さ
れ
る
。
一
つ
目
は
、「
門
跡
、
院
家
」
出
身
者
の

僧
侶
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
。
二
つ
目
の
道
は
「
器
用
卓
抜
之
仁
、
希
有
雖
レ

任
之
」
の
器
用
卓
抜
で
三
十
年
の
修
業
を
経
た
老
僧
の
採
用
で
あ
る
。
こ
う
し

た
「
摂
家
門
跡
、
親
王
門
跡
」
以
外
の
禁
裏
堂
上
人
、
公
卿
の
子
弟
は
「
准
僧

正
」
へ
の
道
と
な
る
。
幕
府
は
寺
社
政
策
を
禁
裏
と
の
共
同
政
策
に
よ
っ
て
国

体
の
天
皇
＝
将
軍
の
公
武
合
体
の
強
靭
化
を
計
ろ
う
と
す
る
。

寺
社
政
策
の
第
二
の
課
題
は
「
紫
衣
」
事
件
で
あ
り
、
紫
衣
の
着
用
の
事
件

で
、「
近
年
猥
勅
許
之
事
」
に
原
因
す
る
乱
れ
と
事
件
を
起
し
、
家
康
、
秀
忠

そ
し
て
天
海
に
解
決
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
寺
社
秩
序
の
乱
れ
と
対

立
を
解
決
す
る
こ
と
は
幕
府
の
一
大
問
題
と
化
し
、
こ
の
「
禁
中
並
公
家
中
御
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法
度
」
は
こ
う
し
た
幕
府
の
寺
社
政
策
の
一
環
と
し
て
、
僧
侶
と
寺
社
の
上
下

身
分
階
層
序
列
を
禁
裏
を
も
組
み
入
れ
て
解
決
し
、
三
位
一
体
政
策
を
推
進
し

よ
う
と
す
る
。

Ⅴ

徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策

幕
府
は
「
禁
中
並
公
家
中
御
法
度
」
で
寺
社
と
禁
裏
の
親
王
と
摂
家
の
子
息

を
宮
門
跡
或
い
は
摂
家
門
跡
と
し
て
大
僧
正
へ
、
堂
上
家
（
大
臣
・
三
公
、
清

花
）
の
公
卿
を
准
門
跡
と
位
置
づ
け
る
。
他
方
三
十
カ
年
の
修
業
を
全
う
す
る

「
碩
学
之
輩
」
は
「
上
人
」
へ
序
せ
ら
れ
、
紫
衣
問
題
を
こ
れ
ら
大
僧
正
と
上

人
の
上
位
僧
侶
に
制
限
し
よ
う
と
す
る
。
七
月
十
七
日
に
制
定
さ
れ
る
「
禁
中

並
公
家
中
御
法
度
」
に
お
け
る
紫
衣
問
題
は
七
月
二
十
三
日
に
⑴
五
山
十
刹
諸

山
之
諸
法
度
、
⑵
妙
心
寺
諸
法
・
永
平
寺
諸
法
度
、
⑶
総
持
寺
諸
法
度
・
真
言

宗
諸
法
度
、
⑷
高
野
山
衆
徒
法
度
、
⑸
浄
土
宗
諸
法
度
、
⑹
浄
土
西
山
派
諸
法

度
等
と
し
て
伝
統
的
七
大
宗
派
に
次
の
如
く
求
め
る
。

(24)(25)

徳川家康の三位一体政策



(26)(27)

徳川家康の三位一体政策



徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策
が
家
康
、
秀
忠
、
天
海
に
よ
っ
て
立
案
さ
れ
、
寺
社

政
策
と
し
て
立
法
化
す
る
目
的
は
、
伝
統
的
七
大
宗
門
の
仏
教
を
寺
社
の
檀
那

へ
の
信
仰
心
に
植
え
付
け
、
国
民
的
宗
教
を
確
立
し
、
国
民
の
安
心
感
と
先
祖

供
養
の
確
立
を
計
っ
て
、
生
活
の
習
慣
及
び
農
村
・
都
市
の
秩
序
安あ

ん

寧ね
い

へ
導
く

こ
と
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
は
伝
統
的
七
大
宗
派
の
国
民
宗
教
と
し
て
発
達
さ
せ

る
た
め
に
、
前
述
し
た
「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
に
よ
っ
て
寺
社
の
大
僧
正
或

い
は
准
僧
正
に
親
王
の
宮
門
跡
、
摂
家
門
跡
に
よ
る
高
貴
な
人
を
頂
点
の
僧
侶

の
地
位
（
大
僧
正
）
に
就
け
、
国
民
的
大
衆
の
信
仰
心
を
根
づ
か
せ
る
こ
と
で

国
民
の
伝
統
的
保
守
基
盤
の
確
立
を
計
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
徳

川
幕
府
は
伝
統
的
七
大
宗
派
と
結
び
つ
き
、
信
仰
の
大
衆
基
盤
を
確
立
す
る
こ

と
を
寺
社
政
策
の
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
幕
府
は
寺
社
政
策
と
し
て
伝
統
的
七
大
宗
派
の
国
民
的
基
盤
を
強
固

に
す
る
た
め
に
、
仏
教
の
正
当
性
と
学
問
的
修
業
に
よ
る
悟
り
の
高
僧
を
教
育

に
よ
っ
て
育
成
し
、
激
し
い
競
争
の
中
か
ら
器
用
な
僧
侶
を
三
十
年
間
か
け
て

成
長
さ
せ
る
「
器
用
卓
抜
之
仁
」
の
老
僧
を
頂
点
に
付
け
て
「
准
僧
正
」
或
い

は
「
上
人
」
へ
就
任
さ
せ
る
。

す
な
わ
ち
、
前
述
し
た
よ
う
に
、「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
の
宮
門
跡
、
摂

家
門
跡
の
大
僧
正
に
対
し
て
伝
統
的
七
大
宗
派
に
よ
る
三
十
年
の
修
業
を
通
し

て
育
成
す
る
「
准
僧
正
」
と
「
上
人
」
の
育
成
は
こ
れ
ら
伝
統
的
七
大
宗
派
に

と
っ
て
死
活
問
題
と
な
る
。
幕
府
は
教
育
・
修
業
へ
の
義
務
付
け
が
寺
社
政
策

の
第
一
課
題
と
な
り
、
立
法
に
よ
る
教
育
義
務
と
し
て
要
請
す
る
。

寺
社
政
策
に
お
け
る
第
二
の
要
請
は
寺
社
の
紫
衣
の
格
付
と
准
僧
正
、
或
い

は
上
人
へ
の
限
定
さ
れ
る
法
衣
で
あ
る
定
め
へ
の
厳
守
を
要
請
＝
法
的
義
務
と

し
て
課
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
紫
衣
の
問
題
は
寺
社
の
競
争
の
激
し
さ
か
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ら
寺
社
の
格
付
け
を
揺ゆ

る
が
し
、
信
用
失
墜
と
失
笑
を
買
う
こ
と
と
な
り
、
国

民
的
宗
教
の
地
位
を
失
う
危
険
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
の
法
律
に

よ
っ
て
競
争
の
制
限
と
紫
衣
の
権
威
づ
け
を
法
律
に
よ
っ
て
定
め
よ
う
と
す

る
。寺

社
政
策
の
第
三
の
要
請
は
本
末
間
秩
序
の
確
立
と
本
寺
へ
の
末
寺
の
従
属

に
よ
っ
て
本
末
間
秩
序
を
確
立
し
、
と
同
時
に
新
し
い
寺
社
の
造
営
を
規
制

し
、
寺
社
の
競
争
と
乱
立
を
制
限
す
る
こ
と
で
寺
社
の
経
営
を
安
定
す
べ
く
定

め
る
の
で
あ
る
。

結

び

徳
川
家
康
は
戦
国
大
名
と
し
て
戦
場
を
「
八
九
十
合
」
を
経
験
し
、
そ
の
内

「
萬
死
」
十
八
回
を
経
験
し
て
最
後
に
、
豊
臣
方
と
関
ヶ
原
、
大
坂
城
の
決
戦

に
勝
利
し
て
全
国
統
一
を
果
す
覇
者
と
な
っ
た
。
戦
国
大
名
と
し
て
生
死
を

彷
徨

さ
ま
よ

う
中
で
仏
に
助
け
ら
れ
て
浄
土
宗
門
徒
と
な
り
、
伝
統
的
七
大
宗
派
の
一

つ
で
あ
る
浄
土
宗
に
帰
依
し
、
江
戸
城
紅
葉
山
に
宗
廟
を
建
て
、
仏
教
へ
の
崇

敬
を
心
の
支
え
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
家
康
は
秀
忠
、
天
海
と
共
に
寺
社
政
策

の
三
位
一
体
政
策
を
確
立
す
る
こ
と
で
徳
川
幕
府
の
長
期
政
権
へ
の
礎

い
し
ず
え

を
確

立
す
る
の
に
成
功
す
る
。

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
四
月
十
七
日
に
家
康
は
七
十
五
才
で
亡
く
な
る
。

葬
式
は
神
道
の
儀
を
以
て
行
な
わ
れ
る
。
前
に
述
べ
た
仏
教
徒
と
し
て
の
家
康

で
は
な
く
、
神
道
で
行
な
わ
れ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
家
康
の

国
体
論
が
そ
の
理
由
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
家
康
は
戦
国

武
士
か
ら
大
坂
城
の
豊
臣
一
族
を
死
に
追
い
や
っ
た
結
果
、
征
夷
大
将
軍
と
し

て
日
本
の
統
治
者
と
し
て
新
し
い
顔
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
統
治
者
と
し
て
日

本
の
支
配
を
試
み
る
場
合
、
統
治
者
と
し
て
の
国
体
論
像
を
描
く
必
要
に
迫
ま

ら
れ
、
そ
の
結
果
、
家
康
は
「
徳
川
成
憲
百
箇
条
」（「
正
」
と
「
副
」
の
二

通
）
を
定
め
、
国
体
論
を
具
体
化
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
「
徳
川
成
憲
百
箇

条
」
は
「
武
家
諸
法
度
」
と
「
禁
中
並
公
家
中
諸
法
度
」
へ
体
系
化
さ
れ
、
幕

府
及
び
禁
裏
へ
の
憲
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、「
国
体
論
」
の
体
系
化
を
図は

か

る
の
で
あ
る
。
家
康
の
戦
国
武
士
か
ら
征
夷
大
将
軍
と
し
て
の
政
治
家
の
立
場

へ
転
換
す
る
結
果
、
天
皇
の
「
文
」
と
将
軍
の
「
武
」
の
協
業
と
分
業
に
基
づ

く
公
武
合
体
を
国
体
論
の
中
心
課
題
と
し
て
そ
の
実
現
に
努
め
る
。

こ
の
国
体
論
は
徳
川
幕
府
の
三
位
一
体
政
策
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
、
徳
川
幕

府
の
長
期
政
権
を
確
立
す
る
礎い

し
ず

え
と
な
る
。
三
位
一
体
政
策
は
国
体
論
の
実

施
を
目
的
に
家
康
、
秀
忠
、
天
海
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
、
天
皇
の
親
王
、
摂
関

家
の
子
弟
を
宮
門
跡
或
い
は
摂
家
門
跡
と
し
て
伝
統
的
七
宗
寺
院
の
大
僧
正
に

就
任
さ
せ
、
伝
統
的
七
大
宗
派
の
地
位
と
身
分
的
序
列
を
確
立
し
、
そ
の
寺
社

経
営
の
発
達
に
寄
与
す
る
。
こ
こ
に
、
禁
裏
と
寺
社
と
の
共
同
経
営
が
形
成
さ

れ
、
国
体
論
は
禁
裏
と
寺
社
と
幕
府
の
共
同
体
と
し
て
発
展
す
る
。

他
方
、
幕
府
は
寺
社
と
の
共
同
政
策
を
推
進
す
る
た
め
に
、
伝
統
的
七
大
宗

派
に
国
民
の
信
仰
と
尊
崇
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
幕
府
は
「
器

用
卓
抜
之
仁
」
を
「
上
人
」
へ
就
任
さ
せ
る
た
め
三
十
年
間
の
修
業
を
定
め
、

紫
衣
に
相
応

ふ
さ
わ

し
い
僧
侶
に
育
て
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
。
国
民
の
尊
崇
と
信
頼

さ
れ
る
「
上
人
」
へ
の
育
成
は
伝
統
的
七
宗
派
へ
の
法
的
義
務
と
定
め
る
。

幕
府
は
国
民
的
信
仰
と
尊
崇
の
地
位
を
確
立
す
る
寺
社
の
経
営
を
安
定
さ
せ

る
た
め
に
新
設
寺
社
の
造
立
を
禁
止
す
る
。
さ
ら
に
、
幕
府
は
寺
社
の
経
営
基

盤
を
確
立
す
る
た
め
朱
印
状
を
与
え
て
石
高
の
年
貢
と
山
林
を
下
附
し
、
災
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害
、
火
災
に
よ
る
寺
社
の
修
理
を
援
助
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
家
康
は
征
夷
大
将
軍
と
な
り
、
ま
た
、
大
坂
城
で
の
豊
臣

一
族
を
滅ほ

ろ

ぼ
し
て
か
ら
は
天
下
統
一
の
覇
者
と
し
て
徳
川
幕
府
の
長
期
政
権
を

達
成
す
る
国
体
論
の
実
行
を
三
位
一
体
政
策
と
し
て
秀
忠
、
家
光
に
課
す
る
の

で
あ
る
。

後
半
が
戦
国
武
士
か
ら
征
夷
大
将
軍
と
し
て
の
統
治
者
と
し
て
徳
川
幕
府
の

長
期
政
権
構
想
を
「
徳
川
成
憲
百
箇
条
」
に
纏
め
、
国
体
論
の
三
位
一
体
政
策

に
基
づ
い
て
「
武
家
諸
法
度
」
と
「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
へ
体
系
化
し
、
徳

川
幕
府
の
憲
政
を
体
系
化
し
、
マ
ク
ロ
経
営
史
の
国
体
論
を
完
成
す
る
。
こ
れ

以
後
三
代
家
光
か
ら
十
五
代
将
軍
慶
喜
ま
で
家
康
の
三
位
一
体
政
策
は
推
進
さ

れ
、
二
百
六
十
年
余
り
の
長
期
政
権
を
築
く
礎い

し
ず

え
と
し
て
機
能
す
る
。

前
半
は
家
康
の
三
位
一
体
政
策
を
共
同
し
て
推
進
す
る
禁
裏
の
経
営
史
を
取

り
上
げ
、
国
体
論
の
一
翼
を
担
う
禁
裏
と
堂
上
家
の
経
営
史
を
主
要
に
家
領
を

中
心
に
分
析
を
試
み
た
。
徳
川
家
康
の
国
体
論
の
一
極
を
担
う
禁
裏
と
堂
上
家

は
徳
川
幕
府
の
「
武
」
に
対
し
、「
文
」
の
国
体
論
を
担
う
分
業
と
協
業
に
基

づ
く
公
武
合
体
を
担
う
こ
と
で
、
幕
府
か
ら
経
営
を
保
証
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
幕
府
か
ら
下
附
さ
れ
る
石
高
と
家
領
は
絶
え
ず
赤
字
を
慢
性
化
す
る
程
の

小
規
模
な
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
堂
上
家
の
下
位
と
地
下
人
に
内
職
を
余
儀

な
く
さ
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
親
王
と
摂
家
の
子
息
、
娘
は
寺
社
へ

の
僧
・
尼
と
し
て
門
跡
に
な
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
代
り
に
、
幕
府
は

禁
裏
・
堂
上
家
へ
の
監
督
と
規
制
を
強
化
し
、
家
康
の
国
体
論
に
占
め
る
主
君

と
し
て
の
天
皇
の
朝
権
の
縮
少
を
試
ろ
み
、
家
康
の
公
武
合
体
論
か
ら
専
制
政

権
へ
移
行
し
始
め
る
。

ま
た
、
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
六
月
、
秀
忠
の
娘
和
子
が
後
水
尾
天
皇
の

所
に
嫁
ぐ
と
、
幕
府
は
一
方
で
禁
裏
へ
の
石
高
を
加
増
す
る
と
、
同
時
に
禁
裏

へ
の
統
制
と
監
督
を
強
め
、
禁
裏
へ
の
規
制
・
干
渉
を
京
都
所
司
代
の
掌
握
さ

せ
る
と
こ
ろ
と
す
る
。

か
く
て
、
幕
府
は
家
康
の
国
体
論
の
三
位
一
体
政
策
か
ら
禁
裏
を
後
退
さ

せ
、
寺
社
と
の
共
同
政
策
に
よ
っ
て
バ
テ
レ
ン
禁
教
令
を
通
し
て
寺
請
制
に

よ
っ
て
国
民
の
一
人
一
人
の
戸
籍
簿
作
成
の
戸
籍
行
政
を
寺
社
に
担
当
さ
せ
る

こ
と
で
国
民
国
家
と
し
て
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
の
で
あ
る
。
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